
部活動地域展開会議だより R5.9.13第１号

佐賀市教育委員会では、部活動地域展開会議を設置するなど、休日部活動の地域展開（移行）に向けた
検討を進めています。今後、検討状況などを随時、発信していきます。

■日 時 令和５年８月23日（水）14:00～15:40
■場 所 佐賀市立図書館
■委 員 渡瀬浩介 （元西九州大学准教授）【座長】

井上伸一 （佐賀大学教育学部 教授）
水町亮介 （佐賀バルーナーズアカデミーコーチ）
段林大地 （一般社団法人アスリートリンク 代表）
伊東健児 （佐賀県スポーツ少年団本部長）
眞﨑武浩 (公益財団法人佐賀市スポーツ協会 常務理事)
石橋 慶次郎 (諸富中学校PTA副会長）
梅﨑 優 (思斉中学校PTA会長)
佐賀市中学校長会会長、佐賀県吹奏楽連盟副理事長、
佐賀市中学校体育連盟会長、
佐賀県中学校体育連盟ソフトテニス競技専門委員長（欠席）

■アドバイザー 代田昭久（前 飯田市教育長）
■オブザーバー 佐賀県教育委員会 ＳＡＧＡ部活推進総括コーディネーター

（敬称略）

（注）社会体育は市内の県立・私立・附属中生徒を含む

佐賀市教育委員会 部活動改革通信

第１回 佐賀市部活動地域展開会議を開催しました。

【委員からの主な意見】

◇ 少子化により、学校単独チームは存続の危機で、中体連の存在意義が問われている。
練習量が正義との発想からの脱却が求められている。

◇ 休日指導への教員の意識変化。「指導しても良い」以前は６割、今は25％。
若手のブラック職場評価の一因になっている。スムーズな移行に期待したい。

◇ 部活動＝教育の一環であり、移行後の地域クラブにも教育的視点を引き継ぐことが重要である。
◇ 中学までで競技を辞める子どもが多く、生涯スポーツの視点が重要である。
◇ 地元で陸上クラブを設立したが、練習場所の確保に苦労。地域優先の利用ルール化に期待する。
◇ 学校施設利用時の施錠管理など、効率的なやり方の研究が必要と考えている。
◇ ユースチームの受け皿を拡大。競技力向上に加えて、裾野を拡げる活動でも協力したい。
◇ 若い世代の指導者の声を集約して発信していきたい。
◇ 地域クラブの中学生が地域行事に関わるなど、地域に根差した地域移行に期待したい。

【アドバイザーから】

アンケート結果（2023年全国の中学1～3年生約1万人を対象に実施）から見える部活動の本質的な課題
(1)部活動に成功体験を持つ大人だけで議論しても、子どもたちの本音が施策に活かされない。
(2)部活動と習い事で「平均７４０時間/年」を占め、総授業時間数と大差ない現状。
活動過多で睡眠も十分に取れない現状。

(3)活動内容について「全く自分たちで決めていない」生徒が4分の１程度いる現状。
(4)中体連トーナメントでは１試合しかできない生徒が半数。楽しさを味わえない。

➡当事者である子どもの声を聴く必要。
➡活動時間数の見直し・適正化が必要。
➡活動内容を子どもたちに決めさせることも重要。子どもが中心の地域移行を。
➡勝利至上主義からの脱却。地域を巻き込んだ皆が楽しめる活動の「見える化」を。

～裏面に続く～



課題整理のための実証実験を行います。

１ 地域連携型モデル

学 校：城西中
種 目：男子バレーボール
指導者：①外部指導者

②中学校教職員（兼職兼業承認）

地域連携型モデル

学 校：城西中・諸富中・東与賀中
種 目：サッカー
指導者：①外部指導者

②中学校教職員（兼職兼業承認）

地域クラブ活動型モデル

学 校：北山校 ほか
種 目：カヌー
指導者：佐賀県カヌー協会

単独校 複数校

佐賀市教育委員会では、スポーツ庁の委託を受けて、佐賀市の実情に応じた地域展開の在り方を
検討していくため、３つのモデルで実証実験を実施します。

１

休日の部活動を中心に、指導主体を顧問
教員から「地域指導者」に移行すること
による効果・課題を検証します。

２

休日の部活動を中心に、指導主体を顧問
教員から「地域指導者」（各学校顧問に
よる輪番指導を含む）に移行することに
よる効果・課題を検証します。

３ 地域

市内中学生などが休日に参加している
佐賀しゃくなげ湖ジュニアカヌークラブ
への活動支援及び広報協力をすることに
よる効果・課題を検証します。

地域クラブ活動移行統括コーディネーターが学校にうかがいます。

今後も部活動の地域展開について、随時
情報発信していきます。

詳しくは佐賀市HPをご覧ください.→→

【発行・お問い合わせ】
佐賀市教育委員会 教育総務課
担当：志津田・手島・野元・岡
電話：0952-40-7352
E-mail：kyoiku@city.saga.lg.jp

休日の指導を希望しない
理由は？（複数回答）

（注） 回答率72.8%（310名/426名）

◇先生方の生の声をお聞かせください。

今年度、佐賀市の部活動改革のコーディネーターを務めます岡直志です。昨年度まで学校現場に
勤務しており、佐賀市の生徒の頑張りを身近で見て力をもらい、若い頃は生徒と一緒になって部活動
（野球）に取り組み、幸せな時間を過ごしてきました。今度は子ども、保護者、地域、先生の笑顔を
見ることができるよう縁の下で頑張ります。
「部活動改革どがんなっとっと？」「どがんすっぎよかと？」など、ご連絡いただければ、おうかがいいたします。
直接の連絡か、校長先生に依頼してもらってください。

教職員アンケート（令和5年4月実施）へのご協力ありがとうございました。

R5秋以降の大会参加
チーム形態は？

教職員が兼業として指導できる場合、
休日指導への参画を希望するか？
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